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富
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が
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い
た
く
ら
の
家
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横
浜
市
北
西
の
丘
陵
地
に
広
が
る
富
士

見
が
丘
に
板
倉
の
家
が
竣
工
。
建
主
の
T

さ
ん
家
族
は
、
キ
ャ
ン
プ
等
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
を
楽
む
と
同
時
に
自
然
環
境
へ
の

感
心
も
高
い
。
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か

け
に
、
日
々
の
暮
ら
し
に
疑
問
を
感
じ
、

家
づ
く
り
を
勉
強
。
そ
の
結
果
、
日
本
の

豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
す
る
板
倉
の
家

を
選
択
し
た
。
ま
た
薪
ス
ト
ー
ブ
を
中
心

に
、
通
風
や
採
光
等
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
か
し
た
設
計
と
し
た
。

　

木
材
調
達
は
、
福
岡
県
八
女
市
の
株
式

会
社
八
女
流
に
一
括
発
注
し
、
大
量
の
木

材
を
適
切
な
価
格
で
購
入
し
た
。
都
市
部

で
調
達
が
難
し
い
大
黒
柱
や
タ
イ
コ
梁
な

ど
の
長
尺
大
径
材
を
活
か
し
た
空
間
と
架

構
を
実
現
で
き
た
。

　

玄
関
を
入
る
と
、
中
央
部
の
階
段
、
吹

き
抜
け
ま
で
土
間
が
広
が
る
、
そ
こ
は
キ

ャ
ン
プ
さ
な
が
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
を
囲
む
家

族
団
ら
ん
の
場
。
そ
の
奥
は
板
の
間
で
、

居
間
と
台
所
が
一ひ
と
ま間

と
な
り
、
大
ら
か
な

空
間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
つ
な
が
る

よ
う
に
西
側
全
面
に
は
、
奥
行
一
間
半
の

庇
付
の
デ
ッ
キ
を
跳
ね
出
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
戸
外
の
暮
ら
し
と
眺
望
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
西
側
道
沿
い
は
崖
地
と

な
っ
て
い
る
た
め
土
地
の
有
効
利
用
に
も

繋
が
っ
て
い
る
。

　

階
段
を
上
が
る
と
正
面
に
家
事
室
。
周

囲
に
水
回
り
、
東
側
に
寝
室
を
配
置
し

た
。
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
に
書
斎
を
設
け
、
コ

ロ
ナ
禍
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
も
対
応
で

き
る
。

　

木
材
調
達
の
た
め
に
建
主
自
身
も
八
女

ま
で
足
を
運
び
、
自
ら
木
を
見
て
ク
ス
や

カ
ヤ
の
大
き
な
一
枚
板
を
選
ん
だ
。
キ
ッ

チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ベ
ン
チ
、
座
卓
な
ど

各
々
の
部
屋
に
無
駄
な
く
活
用
し
た
。

　

不
動
産
業
を
営
む
T
さ
ん
は
家
づ
く
り

を
通
し
て
こ
れ
か
ら
多
く
の
方
に
板
倉
の

家
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土間から階段・吹き抜け越しに居間と食堂。その奥にテラスを望む。大黒柱は８寸角、恵比寿柱は７寸角。共にスギの通し柱。

階段吹き抜け。ベンチはカヤの曲がり材をそのまま活かす。

キッチンカウンターと座卓はクスの大径一枚板を活かした。
掃き出し窓外部は格子戸をたてて西日をさえぎる。



木
立
の
一
枚
屋
根

　

夫
婦
は
福
井
県
出
身
。
故
郷
を
離

れ
関
東
に
住
み
な
が
ら
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
に
程
近
い
越
前
海
岸
の
森
に

土
地
を
求
め
た
。

　

自
ら
住
む
建
築
の
構
造
や
材
料
等

細
部
ま
で
知
り
た
い
と
望
む
探
求
心

旺
盛
な
二
人
。
故
郷
で
の
土
地
探
し

と
並
行
し
て
、
家
づ
く
り
の
知
見
を

少
し
ず
つ
集
め
た
。
そ
し
て
た
ど
り

着
い
た
の
は
、
構
造
が
そ
の
ま
ま
仕

上
げ
と
な
る
板
倉
構
法
。
表
わ
さ
れ

た
柱
や
梁
、
板
材
の
全
て
を
地
元
越

前
の
ス
ギ
材
で
賄
っ
た
。

　

間
取
り
は
、
2.5
×
８
間
の
細
長
い

長
方
形
で
大
部
分
が
土
間
住
ま
い
で

あ
る
。
南
面
に
開
口
を
大
き
く
と

り
、
屋
根
を
深
く
差
し
か
け
た
。
土

間
は
木
立
に
開
か
れ
、
森
と
繋
が
る

大
き
な
リ
ビ
ン
グ
に
な
る
。
片
流
れ

の
一
枚
屋
根
の
下
、
浴
室
と
便
所
の

上
部
に
ロ
フ
ト
を
設
け
た
。
間
仕
切

り
を
つ
く
ら
な
い
一
体
空
間
が
特
徴

的
だ
。

　

持
ち
込
ん
だ
家
財
は
最
小
限
。
家

電
は
、
冷
蔵
庫
と
洗
濯
機
、
エ
ア
コ

ン
１
台
で
事
足
り
た
。

　

故
郷
の
森
に
帰
っ
た
夫
婦
は
、
ま

る
で
木
立
の
中
に
１
枚
の
ラ
グ
を
広

げ
て
キ
ャ
ン
プ
す
る
か
の
よ
う
に
、

軽
や
か
に
暮
ら
す
。

DATA　富士見が丘いたくらの家
用途 　　　住宅
延床面積　 161.98㎡ 
敷地面積 　205.48㎡　

外部仕上げ  
　屋根　　　ガルバリウム鋼板縦葺き
　外壁　　　スギ板目板張りァ ,15㎜
　建具　　　鋼製建具
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土間の中央に薪ストーブを配置。団らんの場。効率的に建物全体を暖める。

写真：齋藤さだむ

デッキには８ｍの丸桁。深く軒を差し出す。

家事室から浴室を望む。高野槙の浴槽。浴室からベランダへ出られる。 寝室の一角に設けた書斎。リモートワーク時に活躍。天板はカヤの木。

設計　（株）里山建築研究所
CM　  （株）ミナクニ・コンサルタント
材木　（株）八女流

内部仕上げ
　床　　　　１F　スギ本実板ァ ,30㎜
　　　　　　２F　スギ本実板ァ ,15㎜
　壁　　　　スギ落とし込み板表し
　建具　　　木製建具

写真：齋藤さだむ



DATA　木立の一枚屋根
用途 　　　住宅
延床面積　 80.97㎡ 
敷地面積 　1023.69㎡　

外部仕上げ  
　屋根　　　ガルバリウム鋼板葺き
　外壁　　　スギ板鎧張りァ ,15㎜
　建具　　　鋼製建具、一部木製建具

木立の中に佇む東西８間の細長い平屋。全室が森に開かれる。

棚棚

作業台／建築工事

板間

洗面
脱衣室

浴室 台所

食堂・居間

内玄関(勝手口)

便所

玄関

冷

台所と居間、その上にロフトを設ける予定。タイコ梁は地元の松材を使用。

南側開口部は森に全開できる解放的な窓。

設計　（株）里山建築研究所
施工　（株）北越

内部仕上げ
　床　　　　スギ本実板ァ ,30㎜　
　壁　　　　スギ落とし込み板表し
　建具　　　木製建具

写真：齋藤さだむ

@naosya.ashimomi 
四季を感じられる森の中で施術を行う。インスタグラムにて発信中。
写真：「リフレクソロジーなお舎」

母屋東側に、板倉構法にて小屋をセルフビル
ド。仲間たちと作り上げた。完成した小屋で
は、リフレクソロジーによるサービスを行う。
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　E-m
ail : sal@

satoyam
a-archi.co.jp
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建
築
写
真
は
、
日
の
光
が
柔
ら
か
く
建
物
が
綺

麗
に
映
る
朝
に
撮
影
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
一

方
で
、
夕
景
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
す
が
、
建
物

に
灯
が
と
も
り
、
ま
た
煙
突
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
の

煙
が
で
て
い
る
と
生
活
感
が
あ
り
嬉
し
い
も
の
で

そ
れ
ぞ
れ
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
今
号
は
特
集
の
二

軒
と
も
夕
景
も
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

し
ご
と

設
計
・
設
計
監
理
・
請
負
工
事

  ｢

板
倉
の
家｣

：
新
築
、
改
築

  ｢

民
家
再
生｣

：
改
築
、
移
築

  ｢

茅
葺
き｣

　 

：
葺
き
替
え
修
繕
、
新
築

  ｢

企
画
制
作
、
調
査
研
究｣

  ｢

地
域
づ
く
り
支
援
活
動｣

ろ
く
ろ
く  

第
十
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二
〇
二
一 

年 

十 

月 

十
日 

発
行

会
社
概
要

　
里
山
資
源
を
生
か
し
た
居
住
ス
タ
イ
ル
を
探

る
実
践
的
な
試
み
の
場
と
し
て
、
筑
波
山
の
山

裾
に
開
設
し
た
の
が
、里
山
建
築
研
究
所
で
す
。

　
現
代
の
里
山
に
循
環
を
取
り
戻
す
べ
く
考
案

さ
れ
た
板
倉
の
家
を
提
案
し
、
時
代
の
趨
勢
に

よ
っ
て
変
わ
り
続
け
る
民
家
の
現
代
の
か
た
ち

を
探
る
こ
と
が
、
私
達
の
試
み
で
す
。

つ
く
ば
道

桜
川

北条商店街

文

●

●

カスミ
ストア

筑波高

常陽銀行

土浦方面学園方面

真壁方面

　伝統的な大工技能を学ぶ「大工志塾」。全国
から集まった有志の塾生たちが３年間学んでい
ます。その修了制作として木造平屋の住宅の建
て方を行いました。
　住宅は、約２０坪の 2戸１棟タイプの長屋。
板倉構法を採用し、伝統的な石場建てで、土台
は無く足固めとしたことが特徴です。
　塾生は大工技能だけでなく、森林資源の豊か
な神流町にて、ウッドマイザー（移動式製材機）
を建築現場に設置し、製材にも触れスギ材の特
性を学びました。
　約３０名の塾生に対して、卒業生である大工
職人７名が指導役にあたり、約３日間で建て方
を行いました。自ら墨付け、刻んだ部材を力を
合わせて組み上げました。年内に竣工予定です。

※大工志塾は、住宅産業研修財団（内閣府所轄）
の事業の一環です。また弊社の安藤邦廣が講師
として協力しています。

　 　 　 r e p o r t     

文
秀峰筑波

大工志塾
板倉構法で家づくりを学ぶ

丸木美術館

　開館５０周年を迎えた「丸木美術館」（埼
玉県東松山市）。反原爆、平和を願い活動し
た故丸木夫妻の作品「原爆の図」が所蔵され
ています。築５０年以上となり、老朽化がす
すみ、改修の運びとなりました。既存鉄骨造
りの建築の中に、板倉構法による内箱のよう
な空間をつくります。スギのもつ環境調整力
を活かした収蔵、展示空間とします。
　改修に合わせて、丸木美術館ではクラウド
ファンディングにて寄付を募っています。
平和の象徴である鳩を、アーティストの山下
アキさんが壁面に描く「ドナーウォールプロ
ジェクト」が立ち上がっています。描かれた
鳩には寄付者のイニシャルを入れることもで
きます。特設サイトがございますのでご一読
ください。ご賛同いただけますと幸いです。

ドナーウォールプロジェクト

https://congrant.com/project/marukigallery/3030

石場建て


